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せ
こ
い
、
み

み
っ
ち
い
、
薄

汚
い
な
ど
と
他

人
に
笑
わ
れ
な

が
ら
も
、
釈
明
し
つ
つ
現
職

に
居
座
り
続
け
る
の
が
今
の

日
本
人
な
の
か
、
あ
る
い
は

そ
れ
が
国
際
基
準
な
の
か
。

昔
の
侍
な
ら
笑
わ
れ
た
だ
け

で
切
腹
し
た
だ
ろ
う
。

　

普
通
の
人
間
の
数
倍
以
上

の
高
給
を
取
り
な
が
ら
、
公

金
を
流
用
し
て
飯
を
食
っ
て

旨
い
の
か
。
市
民
の
信
託
を

受
け
て
い
る
か
ら
辞
職
は
し

な
い
と
は
単
な
る
開
き
直
り

だ
ろ
う
。
誰
だ
っ
て
平
均
市

民
の
数
倍
の
高
給
取
り
が
簡

単
に
職
を
辞
せ
る
か
。
こ
の

旨
味
の
あ
る
公
職
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
絡
み
だ
し
て
か
ら

ケ
チ
が
付
き
だ
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
薬
ま
み

れ
の
他
に
銭
ま
み
れ
で
汚

職
、
賄
賂
、
不
正
流
用
の
温

床
で
あ
る
。
誘
致
戦
争
な
ど

国
際
レ
ベ
ル
で
は
億
単
位
で

あ
る
。
本
物
の
戦
争
と
な
る

と
も
う
２
桁
ほ
ど
金
額
が
大

き
く
な
る
。

　

日
本
企
業
が
新
幹
線
や
潜

水
艦
の
受
注
合
戦
で
中
国
に

負
け
た
の
は
、
日
本
の
賄
賂

戦
略
が
ま
だ
国
際
基
準
か
ら

は
甘
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

地
球
規
模
の
カ
ネ
汚
染
は
国

際
会
議
で
改
善
さ
れ
る
の

か
。

　保団連は全国共同調査「地
域医療における歯科医師の意
識とその実態について」に取
り組んでいます。対象者（１
割抽出）は６月末までにご回
答お願いします。

調査協力のお願い

ス
ト
ッ
プ格

差
と
貧
困
の
中
で

患
者
負
担
増

患
者
負
担
増

答弁する小澤力理事長＝５月
21日、M＆Dホール 　　　　

　

小
澤
力
理
事
長
は
会
務
報

告
と
し
て
、
15
年
度
の
協
会

活
動
を
説
明
。
安
倍
政
権
が

社
会
保
障
制
度
を
壊
す
「
改

革
」
を
繰
り
広
げ
る
な
か

で
、
総
会
方
針
に
従
っ
て
平

和
と
豊
か
な
国
民
生
活
、
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
た

こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

多
彩
な
研
究
会
活
動
や
共

　

協
会
は
第
52
回
通
常
評
議
員
会
を
５
月
21
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
２
０
１
５

年
度
決
算
・
16
年
度
予
算
を
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
政
府
が
進
め
る
社
会
保
障
費
削

減
と
「
戦
争
が
で
き
る
国
」
づ
く
り
に
反
対
し
、
医
療
充
実
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し

た
。
平
川
光
彦
議
長
、
張
村
善
紀
・
南
端
理
伸
両
副
議
長
が
進
行
し
、
評
議
員
25
人
、

役
員
23
人
が
出
席
し
た
。 

（
３
面
に
決
議
を
掲
載
）

済
制
度
の
普
及
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
年
間
の
会
員

実
増
数
は
保
団
連
歯
科
組
織

の
中
で
ト
ッ
プ
の
成
果
を
挙

げ
た
こ
と
を
報
告
。「
保
険

で
良
い
歯
科
」
請
願
署
名
は

大
阪
で
３
万
筆
超
、
全
国
で

27
万
筆
超
を
集
め
、
診
療
報

酬
改
定
に
大
き
な
力
を
発
揮

し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ

の
上
で
、
歯
科
医
療
の
充
実

に
向
け
、「
会
員
に
役
立
つ
活

動
、
国
民
の
暮
ら
し
と
社
会

保
障
改
善
へ
い
っ
そ
う
の
努

力
を
し
て
い
く
」と
話
し
た
。

　

三
井
泰
正
副
理
事
長
は
、

１
号
議
案
・
15
年
度
決
算
案

に
つ
い
て
、
▽
会
員
数
の
増

加
に
伴
う
会
費
収
入
の
超
過

達
成
▽
事
務
局
の
増
員
▽
保

団
連
中
央
要
請
行
動
へ
の
旺

盛
な
取
り
組
み
―
―
な
ど
の

特
徴
を
報
告
し
た
。
２
号
議

案
・
収
支
差
額
処
理
案
で

は
、
運
動
対
策
積
立
金
や
備

品
購
入
積
立
金
に
計
上
し
た

こ
と
を
説
明
。
３
号
議
案
・

16
年
度
予
算
案
で
は
、
前
年

を
上
回
る
会
費
収
入
を
予
算

計
上
す
る
と
共
に
、
運
動
費

は
実
績
を
勘
案
し
て
計
上
し

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

評
議
員
か
ら
は
、
▽
泉
州

地
区
結
成
の
報
告
（
泉
佐
野

市
・
勝
藤
大
輔
氏
＝
文
書
発

言
）
▽
富
田
林
市
で
の
子
ど

も
医
療
費
助
成
拡
充
の
住
民

署
名
（
松
原
市
・
谷
泰
一
郎

氏
＝
同
）
▽
理
事
・
役
員
の

年
齢
・
性
別
構
成
（
堺
市
・

平
野
権
栄
氏
＝
口
頭
発
言
）

―
―
に
つ
い
て
、
発
言
が
あ

っ
た
。
小
澤
理
事
長
が
答
弁

し
、
泉
州
地
区
と
南
河
内
地

区
の
活
動
に
敬
意
を
表
す
る

と
共
に
、
理
事
・
役
員
体
制

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
理
事

会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

説
明
し
た
。
採
決
で
は
、
１

号
議
案
、
２
号
議
案
を
原
案

通
り
全
員
一
致
で
可
決
。
３

号
議
案
に
つ
い
て
は
、
指
摘

の
あ
っ
た
誤
植
を
修
正
の

上
、全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

（
次
号
に
評
議
員
の
発
言
）

開
催
し
た
。
診
療
報
酬
改
定

で
新
設
さ
れ
た
「
か
強
診
」

の
施
設
基
準
の
一
つ
に
該
当

す
る
こ
と
も
あ
り
、
関
心
が

高
く
、
過
去
最
多
の
２
５
２

人
が
参
加
し
た
。
受
講
者
に

は
修
了
証
を
発
行
し
た
。
講

師
は
、
足
立
了
平
氏
（
神
戸

常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔

保
健
学
科
教
授
）
が
務
め

た
。

　

足
立
氏
は
、
①
偶
発
症
に

対
す
る
緊
急
時
の
対
応
②
医

療
事
故
③
感
染
症
対
策

―
―
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
実
際
に
、
衛
生
士

が
遭
遇
し
た
偶
発
症
に

つ
い
て
紹
介
し
、
早
期

対
応
法
や
準
備
す
べ
き

器
材
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、
薬

物
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の

筋
注
や
エ
ピ
ペ
ン
の
活

　

社
保
研
究
部
は
、
歯
科
外

来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施

設
基
準
に
係
る
研
修
会
を
５

月
14
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

用
）
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説

明
。
特
に
、
痛
み
な
ど
に
よ

る
恐
怖
（
精
神
的
影
響
）
も

全
身
状
態
の
悪
化
の
き
っ
か

け
と
な
る
た
め
、
麻
酔
処
置

に
よ
る
除
痛
が
必
要
と
な
る

と
し
た
。

　

感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
行

い
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
同
じ

考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
た
。

　

医
療
事
故
の
防
止
策
に
つ

い
て
言
及
し
、「
人
は
皆
ミ

ス
を
す
る
」
こ
と
が
前
提
で

あ
り
、
環
境
要
因
が
ミ
ス
の

引
き
金
に
な
る
こ
と
も
多
い

と
指
摘
。
ミ
ス
を
責
め
る
の

で
は
な
く
、
原
因
の
究
明
や

環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る

と
繰
り
返
し
強
調
し
た
。

　

事
故
の
判
例
に
〝
明
日
は

我
が
身
〞
と
思
え
る
こ
と
も

多
々
あ
り
、
自
己
反
省
を
す

る
時
間
に
も
な
っ
た
。

（
羽
曳
野
市
・
小
林
裕
次
郎
）

第第
5252
回
評
議
員
会
開
く

回
評
議
員
会
開
く

戦
争
で
き
る
国

社
会
保
障
削
減

に
反
対
を
決
議

1515
年
度
決
算
・

年
度
決
算
・
1616
年
度
予
算
を
可
決

年
度
予
算
を
可
決
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最
多
の
２
５
２
人
が
参
加

し
た
外
来
環
研
修
会
＝
５

月
14
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

　協会は患者負担増の中止を求める
請願署名に取り組んでいます。署名
用紙の追加は事務局（TEL06-6568-
7731）までお問い合わせください。

請願署名に協力を

医
療
は
後
回
し
に
…

医
療
は
後
回
し
に
…

　

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
お

い
し
い
ね
」
―
。
大
阪
市
生

野
区
の
住
宅
街
の
一
角
で
子

ど
も
た
ち
の
声
が
弾
む
。
貧

困
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｏ
（
し
ー
ぱ

お
、
大
阪
子
ど
も
の
貧
困
ア

ク
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
）」
が

週
３
回
で
行
う
子
ど
も
の
た

め
の
夕
食
会
だ
。
活
動
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
寄

付
金
、
食
料
品
の
無
償
提
供

で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

食
べ
る
こ
と
で

　

「
ま
ず
は
、
ご
は
ん
。
お

腹
を
空
か
せ
た
子
ど
も
と
親

を
孤
立
さ
せ
な
い
」。
こ
う

語
る
の
は
、
代
表
の
徳
丸
ゆ

き
子
さ
ん
。
食
べ
る
こ
と
さ

え
ま
ま
な
ら
な
い
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
貧
困
を
数
多
く
目

の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　

あ
る
母
親
は
、「
給
料
日
ま

で
ま
だ
一
週
間
あ
る
の
に
、

１
０
０
円
し
か
な
い
。
子
ど

も
と
心
中
し
よ
う
と
思
っ
て

い
た
」
と
相
談
を
寄
せ
た
。

　

「
貧
し
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
に
と
っ
て
『
医
療
は
贅
沢

品
』」
と
徳
丸
さ
ん
。
家
賃

や
食
費
、光
熱
費
を
引
け
ば
、

給
料
日
前
に
は
冷
蔵
庫
が
空

っ
ぽ
。
そ
ん
な
親
子
に
と
っ

て
医
療
費
は
優
先
順
位
が
低

く
な
り
が
ち
。
食
事
会
に
参

い
う
子
ど
も
も
い
た
。

　

食
事
会
に
参
加
し
た
あ
る

中
学
生
は
、
吐
き
気
と
め
ま

い
を
訴
え
た
が
、
母
親
が
国

保
料
を
滞
納
し
、
資
格
書
の

た
め
、受
診
を
た
め
ら
っ
た
。

　

徳
丸
さ
ん
は
、「
幼
い
こ

ろ
か
ら
受
診
す
る
経
験
が
乏

し
い
貧
困
世
帯
の
子
ど
も

は
、
医
者
に
行
く
感
覚
が
な

い
。
目
を
引
く
よ
う
な
怪
我

を
し
て
い
て
も
当
た
り
前
に

加
し
て
も
、
む

し
歯
が
痛
く
て

ご
飯
が
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
と

遊
ん
で
い
た
り
す
る
。
奥
歯

に
正
露
丸
を
つ
め
て
痛
み
を

我
慢
す
る
子
も
」
と
話
す
。

貧
困
母
子
家
庭

　

母
子
家
庭
の
相
対
的
貧
困

率
は
５
割
を
超
え
、
就
労
に

よ
る
収
入
は
平
均
１
８
１
万

円
だ
（
２
０
１
１
年
度
全
国

母
子
世
帯
等
調
査
）。
半
数

以
上
が
非
正
規
雇
用
で
、
仕

事
を
掛
け
持
ち
す
る
人
も
少

な
く
な
い
。 

　

徳
丸
さ
ん
は
、「
窓
口
負

担
の
引
き
下
げ
は
必
要
条
件

で
す
が
、
食
べ
る
こ
と
で
精

い
っ
ぱ
い
の
家
族
に
と
っ
て

は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

受
診
の
た
め
に
、
不
安
定
な

仕
事
を
休
め
な
い
。
現
金
給

付
な
ど
が
あ
れ
ば
、
か
け
も

ち
仕
事
を
減
ら
し
、
子
ど
も

を
受
診
さ
せ
る
精
神
的
・
時

間
的
余
裕
も
生
ま
れ
ま
す
。

高
校
卒
業
ま
で
の
窓
口
負
担

ゼ
ロ
な
ど
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
制
度
も
必
要
で

す
」 

（
つ
づ
く
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｏ
で
は
子
ど
も
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ご
寄
付
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先

⇒
kanri@cpao0524.org

年
明
け
の
夕
食
会
に
は
正
月
料
理
が
並
ん
だ


